
■
論
文

「
総
合
的
な
学
習
」
と

フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク

今
、
「
教
師
」

に
求

め
ら
れ
て

い
る
力
量
を
教
職
課
程

で
ど

の
よ
う

に
育
成
す

る
か

堀
内

]
男
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「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
創
設
と
教
師
の
力
量

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
全
国
の
小

・
中
学
校
で

「総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
が
創
設
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
時
間
は
、
地
域
や
学
校
、
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
各
教

科
の
枠
を
超
え
た
横
断
的

・
総
合
的
な
学
習
や
生
徒
の
興
味

・
関
心

に
基
づ
く
学
習
等
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を

実
施
で
き
る
時
間
で
あ
る
。
現
在
、
各
学
校
で
は
、
「
キ
ラ
キ
ラ
タ

イ
ム
」

「ふ
れ
あ
い
学
習
」
「あ
す
へ
の
学
習
」
な
ど
の
名
称
を
付
け

る
と
と
も
に
、
学
習
内
容
、
学
習
方
法
、
指
導
組
織
、
評
価
方
法
等

の
検
討
を
実
践
を
通
し
て
行

い
、
完
全
実
施
に
備
え
て
い
る
。

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、
生
徒
が
教
科
の
学
習
で
抱

い
た

興
味

・
関
心
や
日
常
生
活

の
中
で
発
見
し
た
疑
問
、
社
会
か
ら
要
請

を
受
け

て
い
る
諸
課
題
等
々
か
ら
、
各
個
人
が
追
究
課
題
を
設
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
計
画
し
た
資
料
収
集
や
調

べ
方
に
基
づ
き
調
査
を

し
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
り
、
発
表
し
た
り
す
る
学
習
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
習
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
が
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
礎
的

・
基
本
的
な
学
習
内
容
や
技
能
を
確
実
に

身
に
付
け
さ
せ
そ
の
成
果
を

「総
合
的
な
学
習
」
に
生
か
し
、
「知

の
総
合
化
」
を
図
る
と
と
も
に

「生
き
る
力
」
と
し
て
役
立

つ
多
様

な
学
習
方
法
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
教
師
の
立
場
か
ら
こ
の
時
間
を
み
る
と
、
学
級
担
任
制

の
小
学
校
で
は

「生
活
科
」
の
経
験
も
あ
り
、
大
き
な
違
和
感
は
無

い
も

の
の
、
教
科
担
任
制

の
中
学
校
や
高
等
学
校

で
は
、
「誰
が
指

導
す
る
の
か
」
が
問
題
と
な
り
、
「
地
域
の
学
習
や
国
際
理
解
、
環

境
問
題
等
の
学
習
は
社
会
科
の
教
師
が
担
当
す
れ
ば
」
の
発
言
と
な

り
、
「生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
に
全
教
員

で
担
当
し
、
必
要
に

よ

っ
て
は
地
域
の
人
と
の
連
携

・
協
力
を
進
め
て
実
施
す
る
」
と

い

う
趣
旨
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
生
徒
個
々
の
興
味

・
関
心
に
基
づ
き
課
題
を
設
定
し

て
、
課
題
に
相
応
し
い
方
法
で
調
査

・
追
究
す
る
学
習
形
態
に
対
す

る
教
師

の
指
導
技
術

・
技
能
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
学
び
と
れ

ば
良

い
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
そ
の
課
題
の
性
格
か
ら
、
学
習
活
動

の
中
軸
と
な
り
、
学
校
全
体
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
中
学
校
社
会
科
、
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
、
公
民
科

の
教

師
免
許
状
の
希
望
者
に
と

っ
て
み
る
と
、
そ
の
専
門
性
を
基
盤
に
し

た
幅
広

い
指
導

の
た
め
の
力
量
が
要
求
さ
れ
て
く
る
。

こ

の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
本
学
で
も
、

全

て
の
教
員
免
許
希
望
者
に
、
「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
指
導

で
き
る
力
量
を
形
成
す
る
た
め
に
、
教
職
課
程
の
必
修
科
目
と
し
て

「総
合
演
習
」
が
設
置
さ
れ
、
三
年
生
を
中
心
に
履
修
さ
せ
る
こ
と

と
な

っ
た
。

二

「
総
合
的
な
学
習
」
の
指
導
に
必
要
な
力
量
と
は
何
か

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
学
習
展
開
の
過
程
で
、
身
に
つ
い

て
い
る
と
自
信
を
持

っ
て
指
導
で
き
る
で
あ
ろ
う
教
師
に
と

っ
て
必

要
な
力
量
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

〈
課
題
を
設
定
す
る
段
階
〉

・
文
献
、
地
図
、
統
計
等
を
読
み
取
る
力

・
新
聞
や
雑
誌
か
ら
社

会
的
課
題
を
把
握
で
き
る
力

・
図
書
館
で
目
指
す
文
献
を
探
す
力

・
ビ

デ
オ
を
見
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
資
料
を
取
り
寄
せ

た
り
す
る
力

・
生
徒
の
関
心
事
を
共
に
考
え
る
力

・
複
数
の
教

師
が
相
談
し
な
が
ら
学
習
を
指
導
し
、
進
め
る
力

〈
調
べ
観
察
し
探
究
す
る
段
階

〉

・
関
係
機
関
を
選
択
し
連
絡
す
る
方
法

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

企
画
し
実
施
で
き
る
力

・
見
学

・
調
査
、
観
察
す
る
力

・
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で
情
報
収
集
す
る
力

・
聞

き
取
り
の
方
法
や
技
術

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
り
方

・
写
真
や
ビ
デ
オ
を
撮
る
方
法

.
図

書
館

・
博
物
館

・
美
術
館
等

の
活
用
方
法

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
の
話

し
合

っ
た
り
議
論
し
た
り
す
る
力

・
簡
単
な
実
験
や
観
察

の
技
能

〈
報
告
書
を
ま
と
め
る
段
階
〉

・
集
め
た
資
料
を
活
用
し
、
調
べ
た
内
容
を
整
理
す
る
方
法

・
報

告
書
の
基
本
的
な
書
き
方

・
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め

る
K
J
法
等
の
方
法

・
調
べ
た
内
容
を
新
聞
に
ま
と
め
る
力

.

写
真
、
録
音
、
ビ
デ
オ
等
の
編
集
の
方
法

〈
発
表
す
る
段
階
〉

・
発
表
レ
ジ
メ
の
作
り
方

・
分
か
り
や
す

い
発
表
の
仕
方

.
O

H
P
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
用
法

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
方
法

〈
全
体
を
通
し
て
〉

・
生
徒
の
や
る
気
を
育
て
る
評
価
の
方
法

・
生
徒
に
寄
り
添
い
相

談
し
な
が
ら
、
意
欲
を
育
て
る
方
法

こ
の
よ
う
な
指
導
に
必
要
な
力
量
は
、
大

学
の
教
職
課
程
の
授
業

で
全
て
指
導
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
に

考
え
る
こ
と
自
体
が
お
こ
が
ま
し
い
考
え
で
あ
り
、
共
通
科
目
や
専
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門
科
目
を
軸
に
、
学
び
方
を
学
習
す
る

「プ
ロ
ゼ
ミ
」
や
情
報
化
時

代
に
対
応
し
た
I
T
力
、
卒
業
論
文

・
研
究
の
た
め
の

「演
習
」
等

大
学
教
育
の
全
て
が
関
わ

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

教
職
課
程
は
、
本
学

の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
科
目
の
中
で
強
調
す
べ
き
力
量
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
意
図
的
に
育
て
る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

と

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

野
外
調
査
、
現
地
調
査
、
現
地
研
修
等
と
訳
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
、
「室
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
作
業
や
学
習

・
研
究
」
に
相

対
す
る
言
葉
で
、
教
室
や
研
究
室
か
ら
学
習
や
研
究
に
相
応
し
い
場

所
や
現
地
に
出
か
け
、
観
察

・
調
査
を
し
た
り
聞
き
取
り
や
資
料
収

集
し
た
り
し
て
進
め
る
学
習
活
動
を
意
味
す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
よ

っ
て
集
め
た
資
料
を
蓄
積
し
、
比
較

・
分
析

・
総
合
す
る
活

動
を
通
し
て
、
そ
の
事
象
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
特

色
が
あ
る
。
野
外
で
の
調
査
を
ふ
ま
え
た
具
体
的
な
実
証
研
究
の
方

法
と
い
え
よ
う
o

こ
の
学
問
の
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
手
法
を
、
小

・
中

・
高
等
学

校
の
学

習
活
動
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
学
習
者

の
発
達
を
考

え
、
校
外
に
出
て
行
う
学
習
を
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
と
位
置
付
け
、
そ

の
中
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
意
義
や
手
法
を
幅
広
く
取
り
入
れ
、

柔
軟
に
学
習
活
動
を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断

し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
で
あ

る

「生
き
る

力
」
を
育
成
す
る

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
学
習
内
容
と

の
関
係

で
積
極
的
に
教
室
を
出
て
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
的
な
環

境
、
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手
法
は
、
小

・
中
学
校
の
学

習
指
導
要
領

の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
、
国
語

の

「公
共
図
書
館
を
訪

ね
る
」
、
理
科
の

「身
近
な
生
物
、
地
形
、
岩
石
等
の
観
察
」
、
美
術

の

「地
域
の
景
観
の
ス
ケ
ッ
チ
」
「美
術
館
の
活
用
」、
英
語
の

「地

域
を
訪
れ
る
外
国
人
と
の
会
話
」
等
の
よ
う

に
、
各
教
科
内
で
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
社
会
科
の
学
習
で
は
、
身
近
な
地
域
や
社
会
事
象
が
学
習

対
象
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
を
奨
励
し
て
い
る
。

〔小
学
校
〕

二

・
三

・
四
年
生
を
中
心

に

①
学
校
周
辺
の
商
店
街
や
農
家
等
を
機
会

あ
る
ご
と
に
訪
ね
観

察
し
、
事
実
を
有
り
の
ま
ま
に
つ
か
む
。

②
校
外
で
の
学
習
を
繰
り
返
し
、
点
的
理

解
を
積
み
重
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
前
に
気
付
か
な
か

っ
た
こ
と
を
発
見
さ
せ
る
。

③
子
ど
も

一
人

一
人
の
観
察
を
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
さ
せ
、
何
気

な
く
見
過
ご
し
て
い
た
地
域
に
意
味
を
発
見
さ
せ
る
。

〔中
学
校
〕

社
会
科
地
理
的
分
野
、
歴
史
的
分
野

①
地
図
を
学
習
に
用
い
る
た
め
、
読
図
の
方
法
を
学
ぶ
。

・,



②
日
常
見
慣
れ
て
い
る
地
理
事
象
を
取
り
出
し
、
観
察
視
点
を
与

え
、
そ
の
事
象
の
も

つ
意
味
を
発
見
さ
せ
る
。

③
幾

つ
か
の
事
象
を
関
連
的
に
捉
え
さ
せ
、
地
域
の
変
貌
の
事

実
と
そ
の
要
因
を
探
る
。

④
こ
こ
で
学
ん
だ
地
域

の
見
方

・
考
え
方
を
日
本
や
世
界
の
地

域

の
学
習
に
生
か
す
。

〔高
等
学
校
〕

①
野
外
観
察

・
調
査
の
学
習
を

「地
理
的
見
方

・
考
え
方
」
の
方

法
概
念
の
訓
練
の
場
と
し
て
考
え
る

②
地

域
の
な
か
に
身
を
お

い
て
、
ス
ケ

ッ
チ
し
た
り
、
見
取
り

図
を
書

い
た
り
、
計
測
し
た
り
す
る
作
業
学
習
を
意
図
的
に
取

り
入
れ
る

③
地
域
事
象
相
互
の
位
置
関
係
、
地
域
的
差
異
に
注
目
さ
せ
、
地

域
を
構
造
的
に
捉
え
さ
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
学
習
指
導
要
領
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

表

課
題
を
設
定
し
、
調
べ

・
ま
と
め

・
発
表
す
る
学
習
の
経
験

有

51

人

・

小
学
校
時
代
に

1
29・中学校時代に129・高等学校時代に1

11・大学入学以後-B

・

好き

1
28・何とも言

え

な

い

1
19・嫌い14

無

5
人

(「総
合
演

習
」
受
講
者

56
名

の
調
査

か
ら
1
平
成
13
年

)

行
う
こ
と
が
必
修
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
学

の
学
生

の
調
査
に
よ
る

と
、
課
題
を
設
定
し
調
べ
る
学
習
を

一
応
は
経
験
し
て
き
て
は

い
る

も
の
の
、
印
象
に
残
る
学
習
は
、
学
校
種
別
に
関
係
な
く
、
あ
ま
り

成
さ
れ
て
い
な
い
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
印
象
に
残

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験
者
は
、
こ
の
よ
う
な
学
習
が

「好
き
」

と
答
え
て
い
る
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
し
た

い
。

四

「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
技
能
」
習

得

の
た
め

に

教
職
課
程

「社
会
科
教
育
法
」
で
の
試
み
i

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
教
職
を
目
指
す
も
の
は
、
そ
の
取
得

免
許
状

の
教
科
を
問
わ
ず
、
「総
合
的
な
学
習
」
を
指
導
で
き
る
力

量
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
修
と
な

っ
た
。

「中
学
校
社
会
科
教
育
法
」
の
教
科
で
は
、
社
会
科
の

「地
域
調

査
」
や

「総
合
的
な
学
習
」
を
指
導
す
る
教
師

の
力
量
の
基
本
を

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
置
き
、
年
三
回

の
学
外
に
出
て
取
り
組

む
意
図
的
な
学
習
を
実
施
し
て
き
た
。

第

一
回
は
、
五
月
初
旬
、
狭
山
茶
の
摘
み
取
り
が
始
ま
り
、
各
種

の
農
作
業
が
観
察
で
き
る
、
「大
学
周
辺
を
歩
く
」
地
域
観
察
の
会

で
あ
る
。
第
二
回
は
、
九
月
、
社
会
科
授
業
参
観
と
組
み
合
わ
せ
実

施
し
て
い
る

「上
野
の
山
に
歴
史
を
訪
ね
る
」
取
り
組
み
で
あ
り
、

第
3
回
は
、
新
年

の

「都
心
i
銀
座

・
並
木
通
り
を
歩
く
」
の
試
み

で
あ
る
。
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第

一
回

「大
学
周
辺
を
歩
く
」

大
学

の
位
置
す
る
新
座
市
中
野
は
、
江
戸
時
代

の
川
越
街
道
の

「宿
場
町
-
大
和
田
」
に
接
す
る
地
域
で
あ
り
、
柳
瀬
川
を
は
さ
ん

で
、
そ

の
名
残
り
が
幾
重
に
も
残
存
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
大
学

へ
の
通
学
中
に
、
見
慣
れ
て
知

っ
て
い
る
地
域
に
、
新
し
い
意
味
を

発
見
し
た
時
、
地
域
に
対
す
る
好
奇
心
と
地
域
に
生
き
る
人
々
へ
の

愛
着
心
が
芽
生
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
巡
検

ル
ー
ト

(授
業
内
ー
90
分
)

①

縄
文
遺
跡
の
あ
る
大
学
の
位
置
と
川
越
街
道

②

野
菜
づ
く
り
中
心
の
農
家
と
西
武
台
高
等
学
校
の
建
設

③

馬
頭
観
音
と
旧
鎌
倉
街
道

④

谷
頭
浸
食
と
湧
水
池

⑤

湿
田
地
域
の
埋
め
立
て
と
倉
庫
群

⑥

専
業
農
家

の
敷
地
と
作
業
場
の
様
子

⑦

農
家
の
外
便
所
と
今
も
残
さ
れ
て
い
る
田
船

⑧

養
豚
農
家

の
存
在
と
現
状

⑨

住
宅
地
に
残
る
稲
荷
神
社
と
周
辺
に
住
む
信
者

⑩

大
学
下
の
湧
水
と
不
動
明
王

⑪

大
学
横
の
富
士
講
の
面
影
と
富
士
さ
ん
信
仰
の
碑

⑫

井
の
頭
の
地
名
と
雑
木
林

学
生

た
ち
は
、
明
治
時
代

の
畑
地
と
湿
田
が
広
が

っ
て
い
た
時

代
、
昭
和
四
十
年
初
め
の
跡
見
学
園
が
進
出
し
て
き
た
時
代
、
そ
し

て
、
水

田
が
無
く
な

っ
た
現
代
の
三
枚
の
地
形
図
を
持
ち
、
「な
ぜ
、

そ
れ
が
其
処
に
あ
る
の
か
」
「
な
ぜ
、
そ
う

変
わ

っ
て
き
た
の
か
」

「今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
」

の
問

い
を
持
ち
な
が
ら
、

地
域
を
歩

い
た
。
途
中
、
耕
作
中
の
農
民
、
出
荷
作
業
を
し
て
い
る

農
家
、
養
豚
農
家
に
立
ち
寄
り
、
興
味

・
関
心
を
抱
い
た
事
項

へ
の

聞
き
取
り
調
査
を
体
験
し
た
。

次
時
の
ま
と
め
の
中
で
、
台
地
と
低
地
の
意
識
、
専
業
農
家
の
存

在
と
生
業
状
況
、
大
学
周
辺
に
見
ら
れ
る
数

々
の
史
跡
の
存
在
、
そ

し
て
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
訪
ね

る
こ
と
は
で
き
な
か

っ

た
三
芳
町
の
郷
土
資
料
館
の
所
在
、
さ
ら
に
地
域
に
残
る
祭
り
等

の

伝
統
文
化
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
大
学
周
辺
が
興
味
あ
る

観
察
が
可
能
で
あ
る
地
域
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②

第
二
回

「上
野
の
山
に
歴
史
を
訪
ね

る
」
(特
別
授
業
)

「社
会
科
教
育
法
」

の
受
講
者
は
、
毎
年

九
月
に
、
公
立
中
学
校

の
授
業
参
観
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
午
後
を
使
い
、
上
野
公
園
に
彰

義
隊
の
戦
い
の
跡
や
江
戸
時
代
か
ら
の
明
治

に
か
け
て
の
史
跡
を
訪

ね
る
と
と
も
に
、
「東
叡
山
寛
永
寺
」
を
拝
観
し
、
徳
川
慶
喜
蟄
居

の

「葵

の
間
」
で
住
職
の
話
を
伺

っ
た
あ
と
、
徳
川
家
綱

(四
代
)

綱
吉

(五
代
)
、
吉
宗

(八
代
)
等
六
人
の
将
軍
の
墓
所
を
訪
ね
て

い
る
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ね
ら
い
は
、
第

一
回
に
行

っ
た
大
学

周
辺
の
地
域
的
特
色
を
観
察
し
、
地
域
の
変
貌
の
様
子
と
今
後
の
在

り
方
を
考
え
さ
せ
た
巡
検
と
異
な
り
、
上
野

の
山
に
見
ら
れ
る
史
跡

を
自
分
の
目
で
確
認
し
、
そ
の
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
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と
に
あ

っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後

の
授
業
で
、
史
跡
を
訪
ね
て
興
味

・
関
心

が
湧
い
た
こ
と
か
ら
、
自
分
自
身
の
課
題
を
作
る
と
と
も
に
、
そ
の

追
究
方
法
を
考
え
さ
せ
る
体
験
を
さ
せ
た
こ
と
は
、
社
会
科
の
課
題

学
習
の
方
法
と

「総
合
的
な
学
習
」
で
の
課
題
作
り
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

㈹

第
三
回

「都
心
-
銀
座

・
並
木
通
り
を
歩
く
」
(特
別
授
業
)

都
心

・
銀
座
は
、
畑
や
雑
木
林
に
住
宅
地
域
が
虫
食
い
状
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
新
座
市
と
異
な
り
、
華
や
か
な
大
都
会
と
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
江
戸
時
代
や
明
治

時
代
を
継
承
し
て
い
る
街
や
店
舗
が
見
ら
れ
る
と
と
と
も
に
、

一
方

で
は
外

国
の
ブ
ラ
ン
ド
店
が
軒
を
並

べ
、
日
々
変
貌
し
、
町
並
み
が

大
き
く
変
わ
り
、
歩
行
者
の
雰
囲
気
が
異
な

っ
て
き
て
い
る
地
域
も

混
在
し

て
い
る
。

「華

や
か
な
銀
座
に
、
古

い
時
代
を
発
見
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
、
こ
れ
が
第
三
回
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

古
い
地
図
や
写
真
、
街
並
の
変
化
図
を
仲
立
ち
に
、
視
点
を
も

っ

て
地
域
を
観
察
す
る
と
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か

っ
た

「古

い
時
代
の

街
」
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
た
め
の
巡
検
で
あ

っ
た
。

毎
年

、
正
月
の
華
や
か
さ
が
残
る

一
月
初
旬
、
「銀
座
和
光
」
前

に
集
合
さ
せ
る
こ
と
も
、
期
待
を
持
た
せ
る
た
め
の
演
出
で
あ
る
。

●
巡
検

ル
ー
ト

(約
三
時
間
)

①

銀
座
四
丁
目
近
辺
の
時
代
的
変
遷
と
老
舗
の
存
在

⑱ 井 戸

回 芥 溜

U雪 隠(共 同便所)

昭和32年(1957)年 天保13(1842)年

現 銀座並木通り ・みゆき通 り交叉点付近
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②

最
新
の
ブ
ラ
ン
ド
店
ー

エ
ル
メ
ス
の
店
内
散
策

③

並
木
通
り
入
ロ
ー

明
治
十
年
創
業
の

「与
板
屋
履
物
店
」

④

古
い
ビ
ル
を
改
装
し
開
店
す
る
本
社
直
営
ブ
ラ
ン
ド
店
街

⑤

現
代
の
町
並
み
の
中
に
発
見
す
る
、
江
戸
時
代

の
町
人
街
跡

⑥

ビ
ル
の
上
階
に
見
ら
れ
る
地
方
新
聞
社
や
放
送
局
の
東
京
支

社
の
存
在

⑦

新
橋
駅
に
向
か
い
変
化
す
る
街

(立
体
的
バ
ー
、
ク
ラ
ブ
)

⑧

銀
座
近
辺
の
賃
貸
料

不
動
産
屋
を
訪
ね
る

⑨

古

い
銀
座
の
生
活
の
名
残

(銭
湯
、
八
百
屋
、
ビ
ル
の
軒
下

に
残
る
路
地
の
確
認
)

⑩

中
央
通
り
の
ペ
ン
シ
ュ
ル
ビ
ル

古

い
銀
座
の
名
残

⑪

歴
史
の
あ
る
専
門
店
の
存
在

(煙
草
、
眼
鏡
、
カ
バ
ン
)

⑫

中
央
通
り
の
大
型
店

へ
の
転
換
状
況

(メ
ル
サ
ビ
ル
)

⑪

日
本

一
の
土
地
評
価
価
格

(鳩
居
堂
前
)

何
が
評
価
さ

れ
る
の
か

特
に
、
ブ
ラ
ン
ド
店
が
立
ち
並
ぶ
④
⑤

の
観
察
地
点
で
は
、

一
八

四
二
年

の

「南
鍋
町

一
丁
目
居
住
形
態
図
」
(現
並
木
通
り
と
み
ゆ

き
通
り
交
差
点
付
近
)
と
現
地
と
を
比
較
し
な
が
ら
観
察
さ
せ
る
こ

と
で
、
現
在

の
文
芸
春
秋
別
館
路
地
奥
に
江
戸
末
期
の
町
人
街
の
裏

広
場
が
あ
り
、
か
っ
て
の
井
戸
、
ご
み
た
め
、
共
同
便
所
の
位
置
を

確
認
で
き
た
こ
と
は
、
学
生
た
ち
に
と

っ
て
新
し
い
発
見
で
あ
り
、

華
や
か
な
銀
座

の
イ
メ
ー
ジ
を
歴
史
的
に
見
つ
め
る
キ
ッ
カ
ケ
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
う
。
(前
ペ
ー
ジ
地
図
)

五

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
導
入
と
繰
り
返
し
体
験
の
意
味

地
理
学
は
じ
め
、
文
化
人
類
学
、
民
俗
学

、
歴
史
学
、
社
会
学
、

な
ど
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
な
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て

集
め
た
デ
ー
タ
や
資
料
を
用
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
を
ま
と

め
た
機
会
を
体
験
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
観
察
し
て
疑
問
点
を
聞

き
取
り
、
記
録
し
て
、
組
み
立
て
、
問
題
点

や
課
題
を
抽
出
し
て
ま

と
め
る
と

い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
繰
り
返
し
体
験
そ
の
も
の
が

学
び
方
の
基
本
的
技
能
を
高
め
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
に
役
立
つ
力
量
と

し
て
評
価
さ
れ
る
。

「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
発
足
が
、
教

師
自
身
に
自
己
の
指

導
力
不
足

へ
の
不
安
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
学
び
方

の
基
本
を
知

っ
た
上
で
、
生
徒
に
寄
り
添

い
共
に
考
え
る
姿
勢
を
持

つ
な
ら
ば
、

「総
合
的
な
学
習
」

の
趣
旨
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る

こ
の
こ
と
は
、
教
職
科
目
の

「教
科
教
育
法
」
や

「総
合
演
習
」
で
、

「教
師
と
し
て

"ど
う
生
徒
を
指
導
す
る
か
"
を
意
識
し
て
行
う
授

業
」
だ
け
で
な
く

「プ

ロ
ゼ
ミ
」
や
必
修
科
目
、
専
門
分
野
の

「演

習
」
等
を
通
し
て
、
学
び
方
の
基
本
を
学
ぶ
体
験
を
学
生
自
身
が
積

み
上
げ
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
大
学
教
育
で
は
、
意
図
的
に

そ
の
場
を
準
備
し
提
供
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

.・
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